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(4) 福島イノベーション・コースト構想の推進
　福島イノベーション・コースト構想は、東日本大震災及び原子力災害によって失われた浜通り地域
等の産業を回復するため、新たな産業基盤の構築を目指す国家プロジェクトです。
　本構想は、「あらゆるチャレンジが可能な地域」、「地域の企業が主役」、「構想を支える人材育成」
の 3つの柱を軸に、浜通り地域等において、重点分野に位置付けられる廃炉、ロボット・ドローン、
エネルギー・環境・リサイクル、農林水産業、医療関連、航空宇宙の各分野の具体化を進めるととも
に、その実現に向けた産業集積や人材育成、交流人口の拡大、情報発信、生活環境の整備など多岐に
わたる基盤整備を進めています。

　更なる産業の集積を図るため、今後は福島ロボットテストフィールドや東日本大震災・原子力災害
伝承館などの関連施設間の連携を強化しつつ、国内外の人材が結集する国主導の国際教育研究拠点を
具体化し、関係省庁と連携しながら、産学官連携・新産業創出や福島復興研究の集積及び世界への情
報発信を進めることが必要です。

　重点分野を中心に、各種補助事業や課税の特例の活用等により、拠点の整備や研究開発を推進する
とともに、地元企業による新たな事業展開や取引拡大、構想を支える人材育成、浜通り地域等への交
流人口の拡大や生活環境の整備など、各施策の効果をビジネスにつなげることで､ 産業集積に厚みを
持たせ､ その効果を県全域に波及させていくことが重要です。

出典：ふくしま復興のあゆみ第 30.1 版


